


1　　　東京経済 No.367 平成 31 年 1 月

東
京
経
済
　
第
三
六
七
号

■
巻
頭
言
…
…
小
泉
雄
大
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

1

■
三
十
年
度
全
国
支
部
長
会
議
、
就
職
協
力
会
議
、

　

開
催
さ
れ
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

2

　
　

葵
友
会
会
長
挨
拶
、学
長
挨
拶

　
　

本
部
・
支
部
会
務
報
告

　
　

事
例
報
告
：
支
部
活
動
の
活
性
化
に
つ
い
て

　
　

就
職
協
力
会
議

■
卒
業
後
六
十
年		
同
窓
生
懇
親
会
…
髙
橋
和
夫
…
…
…	

5

■
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
・
葵
友
会
秋
季
懇
親
会
開
催
…
…	

6

■
新
春
特
別
対
談

　

色
川
大
吉
名
誉
教
授
・
新
井
勝
紘
氏
…
…
…
…
…
…
…	

8

■「
東
日
本
大
会
in
に
い
が
た
」
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
…
…	

12

■
葵
俳
壇
・
葵
歌
壇
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

14

■
葵
俳
壇		

井
の
頭
公
園
吟
行
…
…
渡
辺
正
剛
…
…
…
…	

15

■
Ｏ
Ｂ
訪
問

　
「
地
元
食
材
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
と
追
っ
か
け
隊
」

　

…
…
成
田
重
行
さ
ん
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	
16

■
東
京
経
済
大
学
創
立
一
二
〇
周
年
記
念
事
業
募
金

　

応
募
状
況
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	
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■
東
京
経
済
大
学
創
立
一
二
〇
周
年
記
念
事
業
募
金

　

寄
付
者
の
顕
彰
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	
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■
東
経
大
ス
ポ
ー
ツ
ト
ピ
ッ
ク
ス
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

22

　
　

箱
根
駅
伝
予
選
会
結
果
報
告

　
　
第
一
〇
二
回
日
本
選
手
権
、
四
×
四
百
㍍
リ
レ
ー
結
果
報
告

　
　

卓
球
部
男
子
、
ラ
イ
バ
ル
を
破
り
二
部
昇
格

　
　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
、
創
部
五
十
周
年
を
迎
え
る

　
　

端
艇
部
、
下
期
活
動
報
告

　
　

空
手
道
部
、
再
興
へ
向
け
て

■
名
刺
広
告
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

26

■
新
年
午
餐
会
の
ご
案
内
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

29

■
税
理
士
葵
会
定
期
総
会
開
催
さ
れ
る
…
…
…
…
…
…
…	

30

■「
第
十
七
回
葵
流
通
会
総
会
・
懇
談
会
」
を
終
え
て
…
…	

30

　
「
二
〇
一
八
年
度
葵
マ
ス
コ
ミ
会
懇
談
会
」
を
終
え
て
…
…	

31

■
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	
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■
大
学
近
況
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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■
談
話
室
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	
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■
編
集
後
記
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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…	

48

　
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
の
干
支
に
因
み
亥
年
生
ま
れ
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の

た
び
寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
に
東
京
経
済
大
学

現
代
法
学
部
を
卒
業
し
、
相
模
原
市
役
所
に
勤
務
し
て
い
ま

す
。
私
が
公
務
員
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
在
学
中
に
受
講
し

た
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
基
礎
」
の
講
義
の
中
で
、
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
た
先
輩
の
話
を
聞
い
た
こ
と
に

起
因
し
て
い
ま
す
。
将
来
な
り
た
い
職
業
が
見
え
て
い
な

か
っ
た
自
分
に
対
し
、
様
々
な
職
種
で
活
躍
す
る
先
輩
方
の

話
を
聞
く
中
、
市
役
所
で
働
き
な
が
ら
、
仕
事
だ
け
で
な
く

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
時
間
を
大
切
に
し
て
い
る
姿
に
心
を
打
た

れ
ま
し
た
。
以
来
、
私
自
身
も
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を

意
識
し
た
職
員
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
消
費
生
活
総
合
セ
ン
タ
ー
と
い
う
部
署
に
配
属
さ

れ
、
契
約
ト
ラ
ブ
ル
や
悪
質
商
法
な
ど
消
費
生
活
に
関
す
る

啓
発
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
在
学
中
、
村
千
鶴
子
先
生

の
ゼ
ミ
を
受
講
し
消
費
者
法
（
消
費
者
契
約
法
、
特
定
商
取

引
法
）
の
勉
強
を
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
大
学
で
学
ん
だ
知

識
を
生
か
し
た
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
二
〇
一
八
年
の
出
来
事
と
し
て
印
象
深
か
っ
た
の
は
、

サ
ッ
カ
ー
の
ロ
シ
ア
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
ベ
ス
ト
十
六
に
進

出
し
た
日
本
代
表
や
テ
ニ
ス
の
全
米
オ
ー
プ
ン
で
優
勝
し
た

大
坂
な
お
み
選
手
の
活
躍
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
特
長
を

生
か
し
た
戦
略
で
勝
ち
進
み
ま
し
た
。
市
役
所
の
現
場
で
も

同
じ
こ
と
が
い
え
、地
方
分
権
化
や
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
が
も
つ
特
長
を
見
極
め
、
強
み
を
生
か

し
た
行
政
経
営
に
よ
り
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
個
人
的
な
出
来
事
と
し
て
は
、
昨
年
、
五
年
間
付
き
合
っ

て
い
た
彼
女
に
プ
ロ
ポ
ー
ズ
を
し
て
、
今
年
入
籍
し
ま
す
。

仕
事
に
お
い
て
奮
励
努
力
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
も
充
実
さ
せ
た
生
活
を
送
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
さ
に
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
像
に
向
か
っ
て
邁

進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
本
学
で
の
講
義
に
よ
っ
て
将

来
を
考
え
る
機
会
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
葵
友
会
並
び
に
大
学
関
係
者
の
皆

様
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
祈
念
し
、
私
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
夢
」
の
実
現
に
向
け
て

小
泉
　
雄
大
（
平
29
）　


